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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

正
月
気
分
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
、
能
登
半
島
で
は
マ
グ
二

チ
ュ
ー
ド
７
・
６
震
度
７
の
地
震
が
あ
り
、
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。 

 

続
け
て
羽
田
空
港
で
は
航
空
機
同
士
の
衝
突
、
炎
上
の
大
惨

事
が
起
き
る
な
ど
予
断
を
許
さ
ぬ
出
来
事
が
起
き
て
い
ま
す
。 

 

里
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
五
類
へ
の
変
更
に
よ
り
、
昨
年
５
月
か
ら

通
常
の
行
事
に
も
ど
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
３
年
の
ブ

ラ
ン
ク
は
大
き
く
完
全
復
活
に
は
、
い
ろ
ん
な
問
題
点
も
あ
り

ま
す
。 

 

今
後
は
各
自
治
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
皆
さ
ん

が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
め
ば
出
来
な
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
一
同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
日
も
早
い
復
旧
復
興
と
、
被
災
者
の
皆
様
に
は
平
穏
な
日
々
が

戻
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

令和６年  

二十歳のつどい 
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山
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か
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内
田
渚
彩 

東
陽
音 

溝
上
き
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令和６年１月３日 

二十歳を迎えられた皆さま、本当におめでとうございます。益々のご活躍をご祈念申し上げます。これま

で愛情をもって見守ってこられましたご家族の皆様、心からお喜び申し上げます。当日までご協力いただ

きました親の会、役員、会場の係やカメラマン、来賓の皆さま、ありがとうございました。 

令和６年度消防出初式 上甑会場 里中学校グラウンド 

１月７日（日）消防出初式が開催されました。 

９時２０分から里町内を消防車両がサイレンを鳴らしながらパレード。 

式典の後、急ぎかかれと一斉放水が行われました。寒い日中でしたが、 

消防団員の皆様が、一生懸命取り組む姿に感動しました。 

消防団のなりて不足など状況がきびしいなか、甑島の安全を守ってくだ 

る消防団員の方々に感謝の気持ちでいっぱいです。 

一
斉
放
水 

 

義援金箱のお知らせ 

能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金 

里
町
内
で
も
日
本
赤
十
字
社
義
援

金
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
社
会
福
祉
協
議
会
甑
島
支
所 

 

・
純
浦
商
店
・
里
港
旅
客
待
合
所 

 
 
 
 
 
 

石
川
県
が
ん
ば
れ
！ 


